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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・矯正・小児歯科学 

キーワード：歯根吸収、歯の移動、セメント質、セメント芽細胞、細胞死 
 
１．研究計画の概要 
本研究の目的は、従来の基礎的研究にお

いてほとんど対象となっていないセメント
質やセメント質関連細胞（セメント芽細胞
とセメント細胞）に着目し、セメント質関
連細胞の細胞死、セメント質の基質的変と
歯根吸収との関連性を形態学的、分子生物
学的手法を通して包括的に明らかにするこ
とである。 

 
２．研究の進捗状況 
 生後 8 週齡の雄性 Wistar 系ラットに対
し、Ni-Ti 超弾性ワイヤーを用い、20ｇの
力で一臼歯の頬側移動をはかる実験を行っ
た。実験終了後、パラフィン切片を作製し、
TUNEL 法による細胞死の観察を行った。そ
の結果、歯の移動 6時間後には、圧迫側硝
子様変性組織に隣接する歯根セメント質の
セメント芽細胞および有細胞セメント質に
存在するセメント細胞に TUNEL 陽性反応が
みられた。 
 
３．現在までの達成度 
 研究は概ね計画通りに進行している。歯の
移動に伴うセメント質関連細胞の細胞死を
生じることが明らかになった。 
４．今後の研究の推進方策 
 免疫組織学的に細胞死をより詳細に検討
するため、cleaved caspase-3 および酒石
酸耐性酸性ホスファターゼ (TRAP) の変化
を組織学的に検討する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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